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災害に負けない国づくり・地域づくり・社会づくり  

  ― 絵画・地図が伝えるもの・語るもの・見えるもの  

私たちの回りには、人々の生命財産や社会経済活動に重大な影響を与える「6 つの危機(地学的、

気象学的、疫学的、事故的、事態的、経済的)」があると言われています。前者の 3 つは主に自然

現象を素因とした危機であり、たとえば、1755 年のリスボン地震や江戸幕府末期（安政時代）の

多発災害は、国家の存亡凋落の端緒となって歴史を変える大きな出来事になっています。2011

年の東日本大震災も 100 年後、200 年後に振りかえってみれば、時代の変曲点として語り継がれ

ているかもしれません。 

近代以降、殊にこの数十年の間に情報通信技術が飛躍的に発展し、災害の状況や内容が、リア

ルタイム画像・記録ビデオ動画・航空機などの空中写真として、放送通信・インターネット・Ｓ

ＮＳなど、多種多様な媒体で伝えら、私たちは記憶にとどめることができるようになりました。

一方、近世以前は、口承による伝承、文字・文章による古書・文献、あるいは絵画、地図や地形

図、鳥瞰図などの記録として、直接に五感に触れながら災害情報が伝えられてきています。  

今般、「都市と美術」というテーマをいただき、災害絵画や都市の変貌を描画した地図を通じて、

人々が災害をどのように受け止め、何を後世の人々に伝えたかったのか、教訓として語りかけた

ことは何か、それが未来にどう繋がっているのかを、私自身の災害対応の経験や教訓をもとにし

て、災害に対する自然観・世界観・人生観を探ってみることにしました。そして、国土・地域・

社会の視点で、将来、どのような社会システムを築いていくことが大切なのかを考える一助とな

りますと幸いです。  
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